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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
林
章
喜
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
の
取
組
の

評
価
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
市
の
次
期
長
期

計
画
の
策
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
先

を
見
据
え
た
プ
ラ
ン
が
あ
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
問
　
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を
長
期

計
画
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
忠
生
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見

は
、
エ
ッ
セ
ン
ス
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　
町
田
市
民
病
院
の
経
営
体

制
で
あ
る
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
の
評
価
を
問
う
。

　
市
長
　
収
支
改
善
は
課
題
が
残

る
も
の
の
、
安
定
し
た
診
療
体
制

の
構
築
な
ど
に
向
け
、
病
院
事
業

管
理
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
環
境
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
全
部
適
用
の
継

続
が
適
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

忠
生
地
域
の
ま
ち 

づ
く
り
を
問
う

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
２
０
１
９
年
10
月
の
令
和

元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
市
内
で

３
千
名
を
超
え
る
方
が
避
難
し
た
。

避
難
施
設
は
充
足
し
て
い
る
の
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
避
難
施
設
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
体
育
館
以

外
の
ス
ペ
ー
ス
活
用
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
１
万
８
千
人
ぐ
ら
い
が

収
容
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
分
散
避
難
の
在
り
方
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
風
水
害
時
に

は
有
効
な
避
難
方
法
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
種
媒
体
を
活
用

し
て
お
知
ら
せ
を
し
、
町
内
会
・

自
治
会
の
皆
様
と
も
情
報
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
市
の
避
難
施
設
に
お
け
る

感
染
症
対
策
物
資
の
配
備
状
況
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
消
毒
液
、
非

接
触
型
体
温
計
、
開
設
担
当
職
員

が
使
う
感
染
防
護
衣
な
ど
配
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
調
が
思
わ

し
く
な
い
方
が
い
た
と
き
に
備
え
、

布
製
の
間
仕
切
り
と
段
ボ
ー
ル
製

の
ベ
ッ
ド
も
配
備
し
て
い
ま
す
。

風
水
害
の
季
節
、 

避
難
施
設
は
今

　

白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
内
の
厳
し
い
経
済

・
雇
用
情
勢
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
国
の
持
続
化
給

付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金
の
相
談

会
、
特
別
経
営
相
談
会
を
実
施
し
、

市
は
、
中
小
企
業
者
家
賃
補
助
事

業
な
ど
、
中
小
企
業
者
の
事
業
継

続
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
独
自
の
補
助
制
度

で
あ
る
町
田
市
中
小
企
業
者
家
賃

補
助
事
業
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
補
助
金
は
、

８
月
末
時
点
で
第
１
弾
、
第
２
弾

合
わ
せ
て
約
６
億
４
千
百
万
円
が

入
金
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
年
末
に
行
わ
れ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
続
き
、
今
後
も
大
胆

な
経
済
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
、
国
や

都
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
適
切

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
中
学
校
で
の
全
員
給
食
実

施
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
具
体
的
な
方

式
は
未
定
で
す
が
、
配
膳
方
法
や

全
員
給
食
に
つ
い
て
も
、
今
後
新

た
な
提
供
方
式
の
検
討
の
中
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
早
期
に
検
討
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
行
方
式
の

改
善
を
進
め
な
が
ら
、
併
せ
て
新

た
な
提
供
方
式
に
つ
い
て
も
着
実

に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
野
津
田
公
園
ば
ら
広
場
移

転
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
き
市

民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
努
め
る
た
め
、
工
事
説
明
会
に

代
え
て
近
隣
の
全
て
の
町
内
会
・

自
治
会
へ
の
工
事
の
お
知
ら
せ
を

配
付
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
平
面
図
な
ど

を
掲
載
し
、
工
事
内
容
の
周
知
に

努
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
は
新 

た
な
方
式
を
検
討

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
後
の

社
会
と
自
治
体
の
在
り
方
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
社
会
の
在
り

方
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
行
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
住
民
の
福
祉
増
進
が
自

治
体
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
第
一

に
市
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
の
エ
ア
コ
ン
購
入
、
設
置
、

電
気
代
助
成
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
購
入
・
設
置

費
用
、
電
気
代
の
助
成
に
つ
い
て

は
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
整
備
計
画
と
モ
ノ
レ
ー
ル

延
伸
と
の
関
連
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
町
田
都
市
計

画
道
路
３
・
３
・
36
号
線
や
３
・

４
・
11
号
線
の
道
路
空
間
を
利
用

し
て
町
田
駅
へ
と
導
入
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ 

ミ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ

　

渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
戦
後
全
国
に
植
林
さ
れ
た

木
材
の
利
活
用
は
我
が
国
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
近
年
、
技
術
革
新

に
よ
り
木
造
の
中
高
層
化
が
可
能

と
な
り
、
安
全
性
や
工
期
、
コ
ス

ト
の
面
で
も
優
れ
て
き
た
。
木
材

利
用
方
針
を
策
定
し
、
市
民
の
癒

や
し
や
安
ら
ぎ
に
貢
献
す
べ
く
公

共
施
設
の
木
造
・
木
質
化
に
取
り

組
む
べ
き
だ
が
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
議
員
か
ら
は

木
造
に
関
す
る
最
新
の
事
例
、
最

新
の
知
見
、
ま
た
、
木
材
利
用
に

関
す
る
最
新
の
取
組
な
ど
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
変
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
木
材
の
利
活
用
は
、

庁
内
様
々
な
部
署
に
関
係
す
る
課

題
で
す
。
そ
の
た
め
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

横
断
的
な
議
論
を
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
策
定
は
、

研
究
を
含
め
、
各
部
署
と
共
に
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

木
材
利
用
に
よ
る 

街
の
魅
力
創
出
を

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
や
構
造
的
収

支
不
足
の
中
で
、
来
年
度
の
予
算

編
成
は
ど
う
な
る
か
。

　
市
長
　
市
民
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
事
業
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
デ
ジ
タ
ル
化
等
の

新
た
な
課
題
に
対
応
す
べ
き
事
業
、

町
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
事
業

を
柱
と
し
て
、
未
来
に
つ
な
が
る

予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
市
民
や
市

内
事
業
者
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て

　

い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
広
袴
・
真
光
寺
地
域
の
交

通
空
白
地
区
に
バ
ス
路
線
の
導
入

を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
交
通
空
白

地
区
解
消
に
向
け
た
取
組
を
地
域

の
皆
様
、
交
通
事
業
者
、
３
者
協

働
に
よ
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
地
域
の
皆
様
の
ご
相
談
に
乗

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
高
学

年
受
入
れ
が
来
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
が
、
郵
送
で
の
申
請
受
付

い
る
。
ど
の
よ
う
な
財
政
投
資
を

す
べ
き
か
。

　
市
長
　
行
政
関
与
の
必
要
性
や

緊
急
性
、
費
用
対
効
果
が
高
い
事

業
に
限
定
し
た
上
で
財
源
を
配
分

し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
創
業
成
長
支
援
や
企
業
誘

致
等
の
雇
用
対
策
を
行
い
、
失
業

者
な
ど
へ
の
対
策
は
出
来
な
い
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
し
っ
か
り
と

こ
れ
か
ら
課
題
を
把
握
し
て
、
で

き
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

を
可
能
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
保
護
者
の

利
便
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
い
い

方
法
で
す
の
で
、
実
施
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
家
庭
的
保
育
事
業
者
が
保

育
に
従
事
で
き
な
く
な
る
と
閉
室

に
な
る
。
早
急
な
対
応
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
18
年
に
市

内
の
家
庭
的
保
育
事
業
者
で
構
成

さ
れ
る
町
田
市
家
庭
的
保
育
者
の

会
が
発
足
し
、
こ
の
会
と
と
も
に

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
来 

年
度
予
算
編
成
は

鶴
川
地
域
の
バ
ス 

路
線
に
つ
い
て

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
需
要
の
高

ま
り
か
ら
介
護
用
使
い
捨
て
手
袋

の
品
不
足
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
引
き
続

き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必

要
な
衛
生
用
品
の
不
足
状
況
を
東

京
都
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
子

ど
も
の
見
守
り
機
会
が
減
少
し
、

児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
市
の
取
組
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
子
ど
も
を

見
守
る
地
域
資
源
と
認
識
し
て
い

ま
す
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
民
間

団
体
に
啓
発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

虐
待
防
止
の
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
北
部
丘
陵
に
お
け
る
自
転

車
を
活
用
し
た
活
性
化
は
。

　
木
島
副
市
長
　
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
地
域
の

方
々
や
自
転
車
愛
好
家
の
方
々
と

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
用
使
い
捨
て 

手
袋
の
品
不
足

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
来
年
の
介
護
保
険
料
見
直

し
に
当
た
り
、
値
上
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

人
口
の
推
移
な
ど
か
ら
、
３
年
間

に
必
要
な
総
事
業
費
を
推
計
し
、

適
切
に
算
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
増
加
す
る
要
支
援
者
の
市

基
準
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
数
と

費
用
は
い
く
ら
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
20
年
９

月
１
日
現
在
、
訪
問
型
が
39
、
通

所
型
が
32
で
す
。
給
付
費
で
す
が
、

19
年
度
は
１
億
５
４
０
３
万
６
２

２
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
鶴
間
公
園
の
残
さ
れ
た
課

題
（
境
川
へ
の
階
段
の
段
差
、
芝

生
の
地
固
め
、
施
設
の
騒
音
対

策
）
の
改
善
を
求
め
る
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
周
辺
の
防
音
対
策
、
運
動
広

場
の
芝
生
、
階
段
の
と
こ
ろ
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
と
逐
次
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
関
係
者
間
で
協

調
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

第
８
期
の
介
護
保 

険
事
業
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎レスパイト� 【２面】
　「一時休止、休息」という意味。一時的に育児が
困難となるとき、期間を設けて子どもの受け入
れを行い、保育者の負担軽減や息抜きをしても
らう仕組み。
◎コミュニティ・スクール� 【２面】
　学校運営協議会制度。学校と保護者や地域が
ともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映
させることで、協働しながら子どもたちの豊か
な成長を支え「地域とともにある学校づくり」
を進める法律に基づいた仕組み。
◎ＣＯＣＯＡ� 【３面】
　新型コロナウイルス接触確認アプリ ( 通称
COCOA)。スマートフォンにダウンロードし、
近接通信機能（ブルートゥース）を利用するこ
とで、過去14日間に感染者と概ね１メートル以
内15分以上接触した可能性を通知するもの。
◎ワンストップサービス� 【３面】
　複数の場所に分散していた関連する手続きや
サービスなどを、１カ所でまとめて提供するよ
うにしたもの。町田市では、各種相談窓口を市
庁舎１階、２階に配置している。
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中学校給食　～ある日の献立～
ごはん・鶏の唐揚げ・チーズ
わかめと切干大根のナムル
厚揚げとキムチの炒め物・牛乳


